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差
異
の
継
承
と
発
展

　
－
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
の
祈
薦
・
聖
歌
集
『
ヴ
ォ

　
サ
ド
ニ
ク
』
に
お
け
る
「
民
族
色
」
の
形
成
1

木

『
ヴ
ォ
サ
ド
ニ
ク
』
へ
の
問
い

村

護

郎

　
宗
教
が
言
語
の
維
持
や
取
り
替
え
の
大
き
な
要
因
と
な
り
う
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
〕

た
び
た
び
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
言
語
に
対
す
る
宗
教
の
直
接
的
な
働

き
か
け
と
し
て
は
、
宗
教
的
な
書
物
や
祭
礼
の
言
語
へ
の
採
用
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
言
語
の
維
持
・
取
り
替
ネ
に
関
す
る
宗
教
の
働

き
を
考
え
る
た
め
に
は
、
言
語
共
同
体
に
対
す
る
宗
教
の
作
用
を
合
め
て

　
　
　
　
　
　
　
＾
≡
）

考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
東
部
の
ス
ラ
ヴ
系
の
ソ
ル

プ
語
の
言
語
共
同
体
に
対
す
る
宗
教
組
織
の
働
き
か
け
の
一
端
を
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
言
語
共
同
体
と
宗
教
の
関
係
の
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と

を
め
ざ
す
。

　
ソ
ル
プ
語
は
現
在
、
話
者
が
七
万
人
に
満
た
な
い
「
少
塾
言
語
」
で
あ

る
。
し
か
し
圧
倒
的
多
数
派
の
非
ソ
ル
ブ
語
話
者
に
囲
ま
れ
、
か
つ
完
全

に
ド
イ
ツ
語
と
の
三
冒
語
併
用
者
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
る
状
況
に
あ
り
な

が
ら
、
日
常
の
社
会
生
活
に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
る
場
を
持
つ
言
語
で
あ

　
　
　
　
（
3
〕

り
続
け
て
い
る
。

　
ソ
ル
ブ
語
の
活
力
の
背
景
を
考
え
る
上
で
看
過
で
き
な
い
の
が
、
言
語

維
持
と
宗
教
的
な
帰
属
の
相
関
性
で
あ
る
。
ソ
ル
ブ
語
地
域
は
宗
教
改
革

後
、
領
土
帰
属
な
ど
の
関
係
で
九
割
以
上
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
な
り
、

宗
教
改
革
以
後
も
存
続
し
た
修
道
院
領
の
町
村
を
中
心
と
す
る
一
部
地
域

の
み
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
と
ど
ま
っ
た
。
し
か
し
ブ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
地
域
で

は
、
ド
イ
ツ
語
へ
の
同
化
が
進
展
し
た
結
果
、
ソ
〃
ブ
語
能
力
を
持
つ
人

は
い
て
も
ソ
ル
ブ
語
は
地
域
の
日
常
生
活
の
言
語
と
し
て
は
ほ
ぽ
失
わ
れ
、

今
日
で
は
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
（
約
一
万
五
千
人
）
が
事
実
上
、
ソ
ル
ブ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
一
〕

の
中
核
地
域
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
言
語
維
持
と
宗
教
分
布
が
か

な
り
正
確
に
対
応
し
て
い
る
た
め
、
ソ
ル
ブ
語
は
、
言
語
の
維
持
に
対
す

る
宗
教
の
役
割
を
考
察
す
る
格
好
の
事
例
を
提
供
し
て
い
る
。

　
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
で
ソ
ル
ブ
語
が
よ
り
保
持
さ
れ
た
の
は
い
か
な
る
事

情
に
よ
る
の
か
。
こ
の
間
い
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る

答
え
は
必
定
、
複
雑
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
こ
の
問
い
に
答

え
る
作
業
の
一
環
と
し
て
本
稿
で
は
地
域
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
自
体
に
注

　
＾
5
〕
目
し
、
そ
の
活
動
の
重
要
な
部
分
で
あ
り
な
が
ら
こ
れ
ま
で
十
分
注
目
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

れ
な
か
っ
た
教
会
の
出
版
に
光
を
あ
て
る
。

　
た
だ
し
、
教
会
の
ソ
ル
ブ
語
共
同
体
に
対
す
る
作
用
は
時
代
に
よ
っ
て

異
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
で
は
考
察
の
対
象
を
一
九
四
五
年
以
降
に
絞
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
前
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地
域
の
中
心
的
な
村
々

で
は
住
民
の
大
多
数
が
カ
ト
リ
ッ
ク
で
ソ
ル
プ
語
話
者
で
あ
っ
た
。
し
か

し
大
戦
後
は
、
中
東
欧
か
ら
流
入
し
た
ド
イ
ツ
系
避
難
民
に
カ
ト
リ
ッ
ク

信
徒
が
合
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地

域
の
教
会
も
非
ソ
ル
ブ
語
話
者
の
信
徒
を
桐
当
数
含
む
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
地
域
の
教
会
は
ソ
ル
ブ
語
共
同
体
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
志
向
性
を
示
し
て
き
た
の
か
。
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カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
の
雑
誌
記
事
に
、
ソ
ル
ブ
語
の
ミ
サ
な
ど
で
使

用
す
る
祈
穣
・
聖
歌
集
『
ヴ
非
サ
ド
ニ
ク
』
（
ξ
o
窒
ま
茅
一
以
下
W
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

を
「
民
族
的
教
育
に
使
お
う
」
と
呼
ぴ
か
け
る
一
節
が
あ
る
。
ソ
ル
ブ
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
畠
〕

共
同
体
を
対
象
と
す
る
宗
教
書
の
代
表
格
W
に
は
「
氏
族
的
」
と
認
識
さ

れ
る
何
ら
か
の
独
自
性
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
百
本
稿
で
は
W
の
「
独
自

性
」
を
同
一
地
域
・
教
会
で
使
わ
れ
る
ド
イ
ツ
語
の
祈
薦
・
聖
歌
集
『
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

ツ
テ
ス
目
ー
プ
』
（
O
o
ヰ
窃
－
o
F
以
下
G
）
と
の
差
異
に
注
目
し
て
抽
出

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の
教
会
が
ソ
ル
ブ
語
共
同
体
に
対
し
て
示
す

志
向
性
へ
の
一
つ
の
視
点
と
し
た
い
。

一
一
構
成
⊥
の
差
異

　
で
は
、
祈
穣
・
聖
歌
集
の
分
析
に
入
る
。
ま
ず
W
と
G
の
目
次
の
比
較

に
よ
っ
て
構
成
上
の
差
異
を
考
察
し
よ
う
。
G
は
1
　
個
人
的
な
祈
り
、

n
　
秘
蹟
、
皿
　
教
会
暦
、
W
　
聖
徒
の
交
わ
り
、
V
　
共
同
の
祈
構
、

の
五
部
構
成
で
あ
り
、
ま
た
祈
り
と
聖
歌
が
混
在
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て

現
行
版
の
W
は
沓
物
の
前
半
が
祈
り
、
後
半
が
聖
歌
、
と
分
か
れ
て
い
る
。

前
半
の
祈
り
の
部
分
は
1
　
目
々
の
祈
り
、
π
　
教
会
暦
、
皿
　
諸
儀
式

と
、
G
よ
り
簡
明
な
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
前
半
が
祈
藤
、
後
半
が

聖
歌
と
い
う
区
分
は
W
の
各
版
共
通
だ
が
、
祈
り
編
の
三
部
構
成
は
七
七

年
版
に
お
い
て
明
確
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
回
七
五
年
に
G
が
刊
行

さ
れ
た
後
に
W
が
あ
え
て
独
自
の
配
列
を
採
用
し
た
こ
と
は
、
G
と
の
構

成
上
の
差
異
化
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
で
は
、
W
の
収
録
内
容
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
七
七
年
版
の
W
の
巻
頭

言
に
は
、
編
集
方
針
に
つ
い
て
「
先
の
数
世
紀
に
お
い
て
多
く
ド
イ
ツ
か

ら
入
っ
て
き
た
と
す
れ
ぱ
、
私
た
ち
は
隣
人
た
る
ス
ラ
ヴ
に
よ
り
注
目
し
、

ま
た
［
ソ
ル
ブ
］

い
う
一
節
が
あ
り
独
自
の
作
品
を
と
り
入
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。
L
と

、
G
と
の
内
容
的
な
差
異
を
予
想
さ
せ
る
。

一
一
一
内
容
上
の
差
異

1
…
…
祈
り
編

　
（
1
）
　
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
へ
の
言
及

　
本
章
以
下
で
は
G
に
対
す
る
W
の
内
容
的
な
差
異
及
ぴ
そ
の
変
化
を
考

察
す
る
が
、
は
じ
め
に
W
各
版
の
前
半
に
収
録
さ
れ
て
い
る
各
種
の
祈
り

に
つ
い
て
み
て
い
く
。

　
G
と
異
な
る
W
の
も
っ
と
も
顕
著
な
特
徴
は
、
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
に

言
及
さ
れ
る
祈
り
の
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
言
及
は
改
訂
の
度
に
著

し
く
増
え
、
五
一
年
版
で
は
二
か
所
で
あ
る
が
、
六
〇
年
版
で
は
一
〇
個

所
、
七
七
年
版
で
は
一
八
個
所
と
な
る
。
し
か
し
こ
の
言
及
の
増
加
は
祈

　
　
　
＾
m
〕

り
編
の
拡
充
に
伴
う
単
な
る
量
的
な
変
化
で
は
な
く
、
質
的
な
変
化
を
伴

う
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
、
言
及
の
さ
れ
方
を
検
討
し
よ
う
。
　
・

　
①
祈
り
の
主
題
と
し
て
の
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」

　
各
祈
り
に
は
表
題
が
つ
い
て
い
る
が
、
W
に
は
「
民
族
」
が
表
題
に
合

ま
れ
る
祈
り
が
存
在
す
る
。
五
一
年
版
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
象
を
持
つ

祈
り
（
「
｛
の
た
め
の
祈
り
」
二
8
－
＝
O
）
の
巾
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
信
徒

や
聖
職
者
な
ど
い
ず
れ
も
宗
教
的
価
値
の
高
い
対
象
の
つ
づ
い
た
最
後
に
．

「
民
［
族
］
一
巨
と
国
［
土
地
］
（
故
郷
）
ζ
芭
（
ま
昌
マ
畠
）
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
■
〕

祈
り
」
と
い
う
祈
り
が
置
・
か
れ
て
い
る
。

　
「
全
能
の
永
遠
の
神
よ
。
（
中
略
）
わ
が
民
族
昌
ω
；
口
を
か
え
り
み
て

　
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
あ
な
た
の
民
↓
ミ
9
三
φ
で
す
。
」
（
二
〇
一
冒
頭
部

　
分
）
こ
の
祈
り
に
お
い
て
は
、
一
巨
．
．
と
い
う
語
が
、
量
伽
．
．
（
一
人
称
複
数
）
と
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．
．
碁
9
．
．
（
二
人
称
単
数
）
と
い
う
所
有
冠
詞
を
つ
け
た
形
で
で
て
い
る
。

ド
イ
ツ
話
の
．
．
く
o
寿
．
一
に
相
当
す
る
、
一
巨
．
．
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
場

含
は
「
人
民
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
が
、
人
々
の
範
囲
を
限
定
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
螂
）

場
合
、
「
民
族
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
、
暮
ひ
二
巨
．
．
の
場
合
は
「
神
の

民
」
と
い
う
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
」
と
い
う
限
定
が

つ
く
．
．
冨
竺
巨
、
．
の
場
合
、
「
民
族
」
と
い
う
意
味
が
よ
り
前
面
に
出
る

と
い
え
よ
う
。

　
六
〇
年
版
で
は
、
こ
の
祈
り
は
表
題
を
「
民
［
族
］
と
国
［
土
地
］
の

た
め
の
祈
り
」
と
徴
修
正
し
て
、
内
容
は
ほ
ぽ
同
じ
文
言
で
受
け
継
が
れ

た
（
竃
①
8
■
）
が
、
さ
ら
に
「
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
」
の
中
に
「
わ
が
民

族
冨
ご
邑
と
わ
が
祖
国
冨
駐
婁
9
9
畠
の
た
め
の
願
い
」
と
い
う
祈

り
が
加
わ
り
（
ω
ミ
呂
一
）
、
「
民
族
」
を
主
題
に
含
む
祈
り
が
2
つ
に
な

る
。
後
者
で
は
、
．
．
冨
倣
器
｝
呉
二
巨
．
．
（
わ
が
ソ
ル
ブ
民
族
）
（
窪
ご

器
『
σ
は
ソ
ル
ブ
の
自
称
）
と
、
は
じ
め
て
、
一
巨
．
．
に
固
有
名
が
つ
く
箇

所
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
前
版
で
は
「
ソ
ル
ブ
」
を
暗
示
す
る
の
み

で
あ
っ
た
．
．
冨
巴
巨
、
．
の
意
味
が
明
示
化
さ
れ
、
こ
の
祈
り
は
他
の
祈
穣

集
と
の
互
換
性
を
失
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
ま
ま
例
え
ぱ
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳

し
て
使
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
祈
り
の
一
般
的
妥
当
性
を
犠
牲
に
し

て
「
ソ
ル
ブ
」
を
強
調
す
る
選
択
が
な
さ
れ
た
の
だ
。

　
七
七
年
版
に
お
い
て
も
「
民
族
」
が
表
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
六

〇
年
版
と
同
じ
く
二
箇
所
で
あ
る
が
、
内
容
に
大
き
な
改
変
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
「
教
会
と
教
区
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
祈
り
」
の
中
に
、
「
世
界

の
教
会
」
や
「
教
皇
」
か
ら
「
教
区
の
聖
職
者
」
、
「
教
区
」
ま
で
、
宗
教

的
価
値
の
高
い
対
象
が
並
ぶ
間
に
当
然
の
．
こ
と
く
紛
れ
込
ん
で
い
る
民
族

と
国
の
た
め
の
祈
り
で
は
、
表
題
が
「
民
［
族
］
一
邑
と
国
［
土
地
］
の

た
め
に
L
か
ら
「
わ
が
民
族
冨
岬
三
」
と
国
［
土
地
］
の
た
め
に
L
に
な

っ
た
他
、
祈
り
の
中
で
「
わ
が
民
族
畠
竺
巨
」
が
「
わ
が
小
さ
な
民
族

量
伽
昌
画
ξ
一
邑
」
に
変
わ
る
（
－
S
）
。
こ
う
し
て
以
前
の
各
版
の
対
応

す
る
祈
り
に
あ
っ
た
あ
い
ま
い
さ
は
取
り
払
わ
れ
、
．
．
；
①
．
．
が
「
民
族
」
、

し
か
も
限
定
的
に
少
数
民
族
ソ
ル
ブ
を
指
す
こ
と
が
明
確
に
な
る
。
も
う

一
か
所
の
、
「
願
い
」
の
方
で
は
、
表
題
が
「
地
方
自
治
体
、
民
族
畠
「
a
、

国
家
9
黒
の
た
め
の
願
い
」
に
改
め
ら
れ
る
（
窪
O
O
呂
一
）
。
す
な
わ
ち
、

、
一
邑
．
．
が
明
確
に
「
民
族
」
を
指
す
、
冨
『
O
α
．
．
に
変
わ
る
と
同
時
に
、

、
奉
ひ
蔓
冨
．
．
（
祖
国
）
と
い
う
感
情
を
含
ん
だ
表
現
が
ー
特
定
の
土
地

の
範
囲
を
指
す
、
斥
亘
、
、
（
国
［
土
地
］
）
で
も
な
く
ー
感
情
付
与
を
排

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
岨
〕

し
て
制
度
的
な
国
家
を
指
す
．
．
ω
訂
一
．
．
に
変
わ
る
。
文
言
も
刷
新
さ
れ
、

文
中
で
も
、
、
畠
『
3
．
．
が
使
わ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
W
に
お
い
て
は
祈
り
の
中
で
「
民
族
」
や
国
が
宗
教
的

な
対
象
の
問
に
並
列
さ
れ
て
い
る
が
、
版
を
重
ね
る
．
こ
と
に
、
「
民
族
」

が
限
定
さ
れ
、
強
調
さ
れ
る
と
と
も
に
、
国
が
客
観
的
な
制
度
と
し
て
の

位
置
づ
け
に
変
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
己
同
一
化
の
璽
点
が
「
祖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
M
）

国
－
国
」
よ
り
「
民
族
」
に
移
行
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
②
加
護
・
祝
楓
の
対
象
と
し
て
の
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」

　
次
に
、
「
民
族
」
が
表
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
祈
り
以
外
の
祈
り
で

「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
に
言
及
さ
れ
る
例
を
と
り
あ
げ
る
。
ま
ず
、
「
民
族
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
帖
〕

が
加
護
や
祝
福
を
受
け
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
祈
り
が
あ
る
。

　
五
一
年
版
に
お
い
て
は
、
教
区
の
守
護
聖
人
な
ど
地
域
の
教
会
で
何
ら

か
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
聖
人
へ
の
崇
敬
の
祈
り
の
中
の
「
マ
イ
セ

ン
司
教
区
及
ぴ
ヴ
ォ
ト
ロ
ウ
〔
教
区
の
一
つ
］
の
教
会
の
守
護
聖
人
で
あ

る
聖
ベ
ノ
ヘ
」
と
い
う
祈
り
に
．
．
駕
『
茅
ζ
ζ
＆
．
．
（
ソ
ル
ブ
の
地
）
と
い
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う
直
接
の
言
及
が
あ
る
他
、
．
．
昌
竺
巨
、
も
大
き
く
二
教
派
に
分
か
れ
て

い
る
ソ
ル
ブ
民
族
を
特
に
指
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
。

　
「
あ
な
た
に
委
ね
ら
れ
た
群
れ
の
よ
き
羊
飼
い
で
あ
る
聖
な
る
ベ
ノ
よ
、

　
あ
な
た
は
マ
イ
セ
ン
及
び
ソ
ル
ブ
の
地
閉
胃
茅
ζ
斥
旦
の
羊
［
信
徒
］

　
を
キ
リ
ス
ト
の
教
え
の
糧
で
満
た
し
た
も
う
た
。
（
中
略
）
わ
が
民
族

　
屋
竺
巨
の
中
に
一
人
の
羊
飼
い
と
一
つ
の
群
れ
の
み
が
あ
り
ま
す
よ

　
・
つ
に
。
ア
ー
メ
ン
」
（
－
0
A
）

　
六
〇
年
版
に
も
五
一
年
版
と
同
じ
文
言
の
ベ
ノ
ヘ
の
祈
り
（
§
寸
8
。
）

が
あ
る
。
し
か
し
、
五
一
年
版
で
は
、
こ
れ
以
外
で
「
民
族
」
と
い
う
単

位
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
六
〇
年
版
で
は
さ
ら
に
五
簡
所
の
祈

り
で
、
加
護
を
求
め
る
対
象
に
．
．
畠
竺
巨
、
が
含
ま
れ
る
（
－
昌
二
雪
一

竃
p
ω
①
o
o
し
置
）
。

　
七
七
年
版
で
は
、
ベ
ノ
ヘ
の
祈
り
（
杜
竃
）
の
他
、
教
会
の
祝
目
の
祈

り
な
ど
一
四
の
祈
り
で
、
「
民
族
」
（
、
昌
二
巨
．
一
二
芦
－
鼻
ミ
O
し
O
。
ポ

震
9
鵠
メ
心
匿
呂
‘
§
o
〇
一
、
目
器
閉
雲
一
U
祭
二
巨
α
．
．
」
賓
一
寄
戸
N
0
0
p
ω
農
一

曽
ρ
昌
ω
）
が
祈
り
の
対
象
の
単
位
に
含
ま
れ
て
い
る
。
六
個
所
で
民
族

名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
、
地
域
の
聖
人
へ
の
祈
り
で
の
み
「
（
ソ
ル
ブ
）

民
族
」
へ
の
言
及
が
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
改
訂
の
度
ご
と
に
W
の
想
定

す
る
祈
り
の
対
象
の
単
位
と
し
て
よ
り
多
く
の
個
所
で
、
ま
た
よ
り
明
確

に
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
が
登
場
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
③
祈
り
の
課
題
と
し
て
の
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」

　
②
で
み
た
箇
所
は
い
ず
れ
も
、
一
巨
、
、
が
加
護
と
祝
福
を
願
う
対
象
と
し

て
現
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
と
は
質
の
異
な
る
言
及
が
登
場
す
る
の
が
六

〇
年
版
の
「
聖
家
族
へ
の
祈
薦
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
私

た
ち
の
中
の
父
母
た
ち
に
教
会
と
民
族
冨
『
a
の
将
来
に
対
す
る
思
い

を
呼
び
起
こ
し
た
ま
え
。
L
（
冨
O
）
と
い
う
句
が
現
れ
、
「
民
族
」
に
関
わ

る
事
柄
が
祈
り
の
内
容
的
な
課
題
と
な
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
み
、

②
で
挙
げ
た
各
例
の
よ
う
な
．
．
一
巨
．
．
で
は
な
く
、
明
確
に
「
民
族
」
を
指

す
．
．
目
彗
a
．
．
が
使
用
さ
れ
て
「
民
族
」
と
い
う
集
団
区
分
が
強
調
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
帖
〕

て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。

　
「
民
族
」
を
表
題
に
掲
げ
た
祈
り
以
外
の
祈
り
で
民
族
的
内
容
が
祈
り

の
課
題
に
ま
で
な
っ
て
い
る
箇
所
は
七
七
年
版
で
は
二
か
所
に
み
ら
れ
る
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
」
の
中
の
「
わ
が
ソ
ル
ブ
民
族
畠
帆
ω
彗
σ
県
二
邑

が
存
続
し
、
こ
の
地
の
諸
民
族
；
身
の
間
で
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
」
（
ω
9
）
と
い
う
句
と
、
「
諸
聖
人
へ
の
崇
敬

の
祈
り
」
の
中
の
「
わ
れ
わ
れ
の
う
ち
に
教
会
と
民
族
畠
『
a
へ
の
愛

が
保
た
れ
ま
す
よ
う
に
」
（
§
O
。
）
と
い
う
句
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
祈
り
に

お
い
て
、
地
域
の
教
会
が
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
の
存
続
を
信
仰
的
な
課

題
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
以
上
①
か
ら
③
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
五
一
年
版
で
み
ら
れ
た
「
民

族
」
（
；
μ
）
へ
の
言
及
は
以
降
の
各
版
で
増
加
・
発
展
す
る
。
六
〇
年

版
に
お
い
て
は
、
固
有
名
の
付
加
や
畠
「
a
の
使
用
、
さ
ら
に
は
「
民

族
」
が
祈
り
の
課
題
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
質
的
に
も
強
化
さ
れ
、
七
七

年
版
に
お
い
て
は
言
及
が
さ
ら
に
多
く
の
祈
り
に
拡
散
す
る
と
と
も
に
、

文
言
の
大
幅
な
改
訂
に
よ
っ
て
一
段
と
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

変
化
に
よ
っ
て
、
W
は
次
第
に
、
た
だ
ソ
ル
ブ
語
を
使
用
す
る
祈
穣
集
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
、
「
ソ
ル
ブ
民
族
」
と
い
う
主
体
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
も
の
と
し
て
の
性
樒
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
（
2
）
　
聖
人
崇
敬
に
お
け
る
ソ
ル
ブ
及
び
ス
ラ
ヴ
圏
へ
の
志
向
性
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「
民
族
」
へ
の
直
接
的
塗
言
及
の
他
に
、
祈
り
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
聖

人
に
関
し
て
も
W
の
独
自
性
が
現
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
崇
敬
の
祈
り
の
配

列
に
注
目
し
よ
う
。
各
版
と
も
、
マ
リ
ア
な
ど
の
代
表
的
な
聖
人
や
、
各

教
区
教
会
の
守
護
聖
人
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地
域
に
お
い
て
特
に

何
ら
か
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
た
聖
人
へ
の
代
願
を
求
め
る
祈
り
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
配
列
は
五
一
年
版
で
は
単
純
に
聖
人
の
記
念
日
の

日
付
順
で
あ
っ
た
が
、
六
〇
年
版
以
降
は
、
ソ
ル
ブ
地
域
で
特
に
崇
敬
さ

れ
る
聖
人
へ
の
祈
り
が
「
私
た
ち
の
故
郷
の
聖
人
へ
の
祈
り
」
（
冨
8
一

お
♂
o
．
二
〇
ミ
ニ
農
名
．
）
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
ソ
ル
ブ
（
地
域
）
に

関
連
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
聖
人
が
区
分
け
さ
れ
た
一
群
を
形
成
す
る
よ
う

に
な
る
。
こ
こ
で
は
、
ソ
ル
ブ
（
地
域
）
を
教
会
内
の
一
つ
の
単
位
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
H
〕

て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
発
想
が
現
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
と
り
あ
げ
る
聖
人
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
の
み
な
ら
ず
、

「
民
族
」
的
観
点
が
合
ま
れ
■
る
。
五
一
、
六
〇
年
の
各
版
で
は
い
ず
れ
も

「
司
教
区
の
守
護
聖
人
」
と
さ
れ
て
い
た
ベ
ノ
は
、
七
七
年
版
で
は
「
ソ

ル
ブ
民
族
－
巨
の
守
護
聖
人
」
と
の
肩
書
を
も
付
与
さ
れ
る
（
司
教
巻

頭
言
）
。
ま
た
ベ
ノ
以
外
に
五
一
年
版
で
は
「
民
族
色
」
の
濃
い
聖
人
と

し
て
「
ス
ラ
ヴ
諸
民
族
三
叫
｝
の
使
徒
」
キ
ュ
リ
ロ
ス
及
び
メ
ト
デ
ィ
オ

ス
が
含
ま
れ
て
い
る
（
－
買
名
．
）
。
六
〇
年
版
で
は
こ
の
両
聖
人
の
〕
肩

書
L
が
「
わ
が
ス
ラ
ヴ
の
兄
弟
姉
妹
の
使
徒
」
（
お
Φ
）
と
、
よ
り
感
情
的

な
側
面
の
強
い
表
現
に
変
わ
っ
て
い
る
他
、
新
た
に
「
聖
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ

よ
、
兄
弟
チ
ェ
コ
民
族
α
g
巨
冨
『
a
の
指
導
者
た
る
あ
な
た
は
わ
が
ソ

ル
ブ
民
族
器
『
募
区
冨
『
a
の
聖
人
で
も
あ
り
ま
す
」
と
い
う
語
句
で
始

ま
る
ヴ
ァ
ー
ツ
ラ
フ
ヘ
の
祈
り
が
加
わ
る
（
お
①
）
。
七
七
年
版
で
は
ス
ラ

ヴ
と
の
つ
な
が
り
に
つ
－
い
て
さ
ら
に
ル
ド
ミ
ラ
、
ヴ
ォ
イ
チ
ェ
フ
、
ヤ

ン
・
ネ
ポ
ム
ツ
キ
ー
、
コ
ル
ベ
神
父
な
ど
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
チ
ェ
コ
の
国

民
的
聖
人
が
つ
け
加
わ
る
（
§
蜆
8
．
）
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
版
を
改
め
る
ご
と
に
ス
ラ
ヴ
圏
へ
の
接
近
を
含
む

「
ソ
ル
プ
色
」
の
強
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ソ
ル
ブ
」
と

い
う
単
位
の
ま
と
ま
り
が
強
調
さ
れ
る
と
同
時
に
、
崇
敬
対
象
に
つ
い
て
、

同
じ
地
域
、
同
じ
教
区
内
の
非
ソ
ル
ブ
語
話
者
の
信
徒
と
の
差
異
が
W
の

中
で
積
極
的
に
形
成
さ
れ
て
い
く
の
だ
。

　
（
3
）
　
『
ヴ
ォ
サ
ド
ニ
ク
』
の
「
独
白
性
」
の
独
自
性

　
以
上
、
祈
り
編
に
つ
い
て
ソ
ル
ブ
の
独
自
性
と
考
え
ら
れ
る
要
素
を
と

り
あ
げ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
「
独
自
性
」
は
W
全
体
の
印
で
は
少
数
で

あ
る
。
し
か
し
五
一
年
版
に
萌
芽
的
に
み
ら
れ
た
内
容
的
な
「
独
自
性
」

は
改
訂
の
毎
に
版
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
量
的
に
も
質
的
に
も
発
展
さ
せ
ら

れ
る
方
向
で
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
「
（
ソ
ル
ブ
）
民
族
」
は

次
第
に
W
の
中
で
想
定
さ
れ
る
祈
り
の
主
体
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
そ
し
て
こ
の
集
団
に
と
っ
て
、
国
は
感
情
的
な
含
意
を
排
し
て
客
観

的
な
制
度
と
し
て
の
位
置
づ
け
に
変
更
さ
れ
る
一
方
、
こ
の
集
団
は
よ
り

明
確
に
（
西
）
ス
ラ
ヴ
圏
の
一
員
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
く
。
目
立
た
な

い
、
し
か
し
確
固
た
る
重
点
の
置
き
方
の
シ
フ
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
犬
。

　
で
は
、
W
と
同
一
地
域
で
使
わ
れ
る
G
に
お
い
て
「
民
族
色
」
、
「
地
域

色
」
は
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
．
、
＜
O
寿
．
．
と
い
う
語
は

か
な
り
多
く
登
場
す
る
が
、
単
数
形
の
．
．
く
o
寿
．
．
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
教

会
を
、
．
μ
9
之
器
，
く
o
寿
．
．
（
あ
な
た
の
／
彼
の
民
－
神
の
民
）
と
呼
ぶ

用
い
ら
れ
方
で
あ
る
。
単
数
形
で
民
族
の
意
味
が
出
て
い
る
の
は
「
私
は

あ
る
家
族
、
あ
る
民
族
9
コ
く
o
豪
、
あ
る
特
定
の
時
代
の
人
類
の
中
に

．
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
」
（
冨
㎝
一
悔
俊
・
告
解
の
た
め
の
「
良
心
の
鏡
」
）
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と
い
う
一
般
的
な
意
味
あ
い
で
の
言
及
が
一
か
所
あ
る
の
み
だ
。
ま
た
、

祈
り
の
対
象
と
し
て
特
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
教
皇
、
司
教
、
聖
職
者
、

教
会
の
統
一
、
教
区
、
世
界
宣
教
と
い
っ
た
宗
教
的
な
対
象
に
隈
ら
れ
、

民
族
（
や
国
）
は
現
わ
れ
な
い
。
聖
人
の
選
択
に
つ
い
て
も
、
聖
警
的
、

一
般
教
会
史
的
に
重
要
な
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
中
に
ド
イ

ツ
語
圏
の
特
定
の
民
族
、
地
域
を
代
表
す
る
聖
人
は
表
れ
な
い
。

　
W
の
祈
り
の
「
独
自
性
」
が
全
体
と
し
て
は
少
数
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

G
と
の
対
比
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
「
独
自
性
」
が
現
れ
て
い
る
こ

と
自
体
が
、
ド
イ
ツ
語
圏
で
広
く
使
用
さ
れ
る
G
と
異
な
っ
て
使
用
地

域
．
使
用
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
活
用
し
た
、
W
の
特
筆
す
べ
き

独
自
性
と
い
え
よ
う
。

四
　
内
容
上
の
差
異

2
…
－
・
聖
歌
編

　
（
1
）
　
歌
詞
に
み
ら
れ
る
『
ヴ
ォ
サ
ド
ニ
ク
』
の
特
徴

　
次
に
聖
歌
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
W
で
は
聖
歌
も
版
を
重
ね
る
に
つ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
岨
〕

て
収
録
曲
が
増
え
て
い
る
。
ま
ず
歌
詞
に
注
目
し
よ
う
。
歌
詞
内
容
に
ソ

ル
ブ
と
の
関
連
性
が
明
示
化
さ
れ
た
歌
は
五
一
、
六
〇
年
版
で
は
ど
ち
ら

も
六
曲
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
キ
ュ
リ
ロ
ス
・
メ
ト
デ
ィ
オ
ス
の
歌
（
六
二
六

番
二
九
五
〇
年
作
詞
）
、
ベ
ノ
の
歌
（
六
二
八
番
二
九
三
九
年
作
詞
）
、

ソ
ル
ブ
に
祝
福
を
願
う
歌
詞
が
合
ま
れ
る
曲
（
三
六
五
番
一
一
九
五
〇
年

作
詞
）
及
ぴ
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地
域
に
あ
る
巡
礼
地
ル
ジ
ャ
ン
ト
の

巡
礼
歌
が
三
曲
（
五
七
四
、
五
七
五
、
五
九
二
番
一
作
詞
一
一
九
三
三
、

三
七
、
四
〇
年
）
で
あ
る
。

　
ソ
ル
ブ
と
関
連
す
る
歌
詞
を
持
つ
歌
は
七
七
年
版
で
は
さ
ら
に
二
曲
加

わ
っ
て
八
曲
に
な
る
。
、
つ
ち
一
曲
は
ソ
ル
ブ
に
祝
福
を
願
う
箇
所
が
合
ま

れ
る
も
の
（
六
四
八
番
一
一
九
六
九
年
作
詞
）
だ
が
、
も
う
一
曲
（
「
神

よ
、
あ
な
た
は
ソ
ル
ブ
を
導
き
た
も
う
た
」
）
は
聖
歌
と
し
て
は
じ
め
て

ソ
ル
ブ
を
直
接
に
主
題
に
し
て
い
る
（
六
四
九
番
二
九
七
五
年
作
詩
）
。

こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
愛
国
的
聖
歌
．
．
｝
o
箒
8
帆
8
－
ω
房
．
．
（
「
神
よ
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
」
）
を
翻
案
し
た
も
の
だ
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
W
の
収
録
曲
に
ソ
ル
ブ
と
の
関
連
性
が
歌
詞
と
し
て

現
れ
る
の
は
今
世
紀
三
〇
年
代
以
降
で
あ
り
、
■
ま
た
、
祈
り
と
同
様
、
改

訂
に
よ
る
「
民
族
色
」
の
質
的
、
量
的
拡
大
が
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
G
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
G
に
収
録
さ
れ
た

聖
歌
で
地
域
性
が
収
録
の
動
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
と
し
て
、
ド

イ
ツ
宣
教
を
お
こ
な
っ
た
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
の
歌
（
八
五
二
番
二
九

七
四
年
作
詞
）
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
民
族
・
地
域
が
歌
詞
に
具
体
的
に

登
場
す
る
箇
所
は
な
い
。
W
に
お
い
て
聖
歌
に
ソ
ル
ブ
関
連
の
内
容
が
含

ま
れ
て
い
る
も
の
は
祈
り
に
比
べ
て
も
な
お
少
な
い
が
、
G
と
の
比
較
に

お
い
て
は
聖
歌
に
お
け
る
民
族
・
地
域
へ
の
言
及
性
自
体
が
多
分
に
特
徴

的
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
旋
偉
の
差
異
化

　
し
か
し
歌
に
関
し
て
は
旋
律
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
は
じ
め
て

楽
譜
が
付
く
と
と
も
に
作
曲
者
、
年
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
七
七
年

　
　
　
　
　
　
　
〔
岨
〕

版
に
つ
い
て
み
て
い
く
。
ま
ず
、
入
祭
文
や
「
聖
な
る
か
な
」
な
ど
、
典

礼
の
基
本
的
な
構
成
要
素
に
属
す
る
通
常
文
（
三
二
二
－
三
八
一
番
）
に

独
自
の
旋
律
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
W
収
録
の
通
常

文
用
の
五
九
曲
中
、
半
数
以
上
の
三
五
曲
が
一
九
四
五
年
以
降
の
ソ
ル
ブ

の
作
曲
者
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
W
以
前
の
代
表
的
な
ソ
ル
ブ
語
の

聖
歌
集
（
一
七
八
七
年
刊
）
に
よ
る
も
の
が
一
九
曲
で
あ
る
。
そ
の
他
の
、
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主
に
ド
イ
ツ
の
作
歯
者
に
よ
る
曲
は
五
曲
の
み
だ
。

　
一
般
の
聖
歌
も
G
の
収
録
曲
と
は
犬
幅
に
異
な
る
。
七
七
年
版
の
全
四

三
〇
曲
巾
、
年
代
が
不
明
の
も
の
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
二
一
五
曲
以

上
が
一
九
四
五
年
以
降
の
ソ
ル
ブ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
作
曲
で
あ
る
。
ま
た

ソ
ル
ブ
の
民
謡
や
過
去
の
ソ
ル
ブ
の
聖
歌
集
、
第
二
次
大
戦
前
の
ソ
ル
ブ

の
作
曲
者
の
作
品
が
二
一
〇
曲
以
上
あ
る
。
合
計
す
る
と
聖
歌
の
優
に
半

数
以
上
は
ソ
ル
ブ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
な
い
し
ソ
ル
ブ
の
伝
統
に
よ
る
曲
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
上
に
挙
げ
た
（
二
一
七
頁
）
巻
頭
言
で
、
ス
ラ

ヴ
圏
か
ら
作
品
を
取
り
入
れ
た
と
あ
っ
た
が
、
出
自
が
明
ら
か
な
も
の
だ

け
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
二
〇
曲
、
チ
ェ
コ
か
ら
一
〇
曲
収
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
黒
人
霊
歌
（
六
七
九
、
六
八
一
番
）
や
フ
ラ
ン
ス
の
ル
ル
ド
巡

礼
歌
（
六
一
九
番
）
な
ど
、
G
に
ば
な
い
外
来
の
曲
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
も
G
と
の
対
比
に
お
い
て
は
W
の
「
独
自
性
」
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
旋
偉
に
関
し
て
G
と
か
な
り
の
差
異
が
存
在
し
、
一
九

四
五
年
以
降
に
著
し
く
拡
犬
さ
れ
た
。
ソ
ル
ブ
語
と
ド
イ
ツ
語
の
、
、
、
サ
の

差
異
は
非
言
語
的
な
特
徴
に
よ
っ
て
も
補
強
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

五
　
お
わ
り
に

　
以
上
考
察
し
た
よ
う
に
、
W
は
、
た
だ
使
用
言
語
が
ド
イ
ツ
語
圏
の
教

会
と
異
な
る
の
み
な
ら
ず
、
書
物
の
構
成
や
内
容
に
お
い
て
も
G
と
差
異

化
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
差
異
は
た
だ
そ
の
ま
ま
受
け
継
が

れ
た
の
で
は
な
く
、
改
訂
の
度
ご
と
に
発
展
さ
れ
て
き
た
。
五
一
年
版
に

は
萌
芽
的
に
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
「
ソ
ル
ブ
の
独
白
性
」
は
版
を

重
ね
る
に
つ
れ
て
強
化
さ
れ
、
一
方
で
は
「
民
族
へ
の
言
及
や
独
自
の
聖

歌
の
導
入
な
ど
に
よ
っ
て
「
民
族
的
」
要
素
が
明
示
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
他
方
で
は
西
ス
ラ
ヴ
圏
を
中
心
に
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
へ
の
つ
な
が
り

を
独
自
に
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
．
ソ
ル
ブ
の

教
会
の
中
に
、
ソ
ル
プ
語
共
同
体
と
周
囲
の
非
ソ
ル
ブ
語
話
者
と
の
間
の

既
存
の
差
異
を
保
つ
の
み
な
ら
ず
、
「
民
族
色
」
と
し
て
新
た
な
差
異
を

創
り
出
そ
う
と
す
る
志
向
性
が
存
在
し
た
と
い
え
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域

で
ソ
ル
ブ
語
が
現
在
に
至
る
ま
で
残
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
教
会
内
の
差
異
化
の
志
向
性
を
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
ミ
サ
に
地
域
的
な
独
自
性
を
取
り
入
れ
る
こ
ど
に
つ
い
て
は
、
多
様
性

の
尊
重
を
打
ち
出
し
た
第
ニ
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六
二
－
六
五
年
）

と
関
連
づ
け
て
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
し
か
し
W
に
お
け
る
独
自
性

は
公
会
議
以
前
か
ら
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
特
定
の
「
民
族
」
を

宗
教
的
に
価
値
づ
け
る
内
容
は
公
会
議
の
婆
勢
を
こ
え
て
い
る
。
一
九
四

五
年
以
降
の
W
に
お
け
る
G
と
の
差
異
化
の
進
展
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の

一
般
的
な
傾
向
に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン

ト
の
ド
イ
ツ
語
圏
に
囲
ま
れ
た
中
で
ソ
ル
ブ
語
共
同
体
と
結
ぴ
つ
い
て
存

続
し
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地
域
の
教
会
の
、
同
一
教
区
内
で
両

言
語
の
使
用
が
拮
抗
す
る
よ
う
に
な
っ
た
状
況
へ
の
一
つ
の
反
応
と
み
る

べ
き
だ
ろ
う
。

　
現
行
版
刊
行
か
ら
二
〇
余
年
が
す
ぎ
た
現
在
、
二
一
世
紀
初
頭
の
完
成

を
め
ざ
し
て
W
の
改
訂
作
業
が
進
ん
で
い
る
。
新
し
い
W
は
現
行
版
を
ど

の
よ
う
に
継
承
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
。
W
は
今
後
と
も
、
ソ
ル
ブ
語

共
同
体
に
対
す
る
教
会
の
志
向
性
を
考
察
す
る
際
の
重
要
な
一
素
材
と
な

る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
宗
教
の
実
践
と
密
接
に
関
係
す
る
祈
濤
．
聖
歌

（
賛
葵
歌
）
集
は
、
ソ
ル
ブ
に
限
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
お
い
て
、
言

語
の
維
持
・
取
り
か
え
に
対
す
る
宗
教
、
と
り
わ
け
教
会
の
役
割
を
考
察
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す
る
際
の
一
つ
の
視
点
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
際
に
は
、

本
稿
で
扱
え
な
か
っ
た
祈
藤
・
聖
歌
（
讃
美
歌
）
集
の
使
用
の
実
際
を
、

教
派
や
地
域
，
こ
と
の
使
用
形
態
の
特
色
と
あ
わ
せ
て
調
査
す
る
研
究
が
ま

た
れ
る
。

（
1
）
　
宗
教
が
少
数
言
語
の
維
持
や
取
り
替
え
の
両
方
向
に
働
く
可
能

　
性
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
含
州
国
の
移
民
に
関
す
る
雪
o
申
ヨ
彗

　
畠
窒
が
言
語
維
持
・
取
り
替
え
研
究
初
期
の
代
表
的
な
研
究
で
あ

　
る
が
、
…
o
o
二
①
鼻
昌
量
罫
ω
8
－
ω
塞
が
そ
れ
以
降
の
幾
つ
か
の

　
代
表
的
な
研
究
の
概
観
を
示
し
て
い
る
。

（
2
）
　
こ
こ
で
使
用
す
る
「
言
語
共
同
体
」
の
概
念
は
、
設
定
さ
れ
た

　
あ
る
言
語
（
こ
こ
で
は
「
ソ
ル
ブ
語
」
）
の
話
者
の
集
合
を
指
す
。

　
こ
れ
は
言
語
以
外
の
な
ん
ら
か
の
共
通
性
な
い
し
地
域
的
集
住
性
や

　
固
定
的
な
境
界
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
宗
教
組
繊

　
に
よ
る
言
語
共
同
体
の
扱
い
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、
＝
o
↓
昌
彗
一
〇
p

　
○
耳
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
教
区
」
具
；
ざ
霊
ユ
筈
に
関
す
る
議
論
参

　
照
。
（
3
）
　
ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
の
ソ
ル
ブ
語
に
対
す
る
促
進
的
な
政
策
に

　
よ
っ
て
ソ
ル
ブ
語
を
授
業
用
言
語
と
す
る
学
級
が
設
置
さ
れ
て
い
る

　
が
、
そ
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
家
庭
に
お
い
て
ソ
ル
ブ
語
を

　
使
用
す
る
子
ど
も
の
存
在
で
あ
る
。
学
校
の
ソ
ル
ブ
語
教
育
に
つ
い

　
て
は
木
村
一
九
九
七
参
照
。

（
4
）
　
カ
ト
リ
ッ
ク
地
域
は
実
際
の
目
常
的
な
ソ
ル
ブ
語
使
用
者
の
三

　
分
の
二
を
擁
す
る
と
さ
れ
る
（
自
一
①
畠
㊤
－
一
畠
）
。
上
述
の
、
ソ
ル

　
ブ
語
で
授
業
を
行
う
学
級
も
い
ず
れ
も
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
が
残
っ
た

　
地
域
に
分
布
す
る
。

（
5
）
　
ド
イ
ツ
語
と
ソ
ル
ブ
語
の
二
言
語
能
力
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、

　
聖
職
者
な
ど
地
元
の
教
会
の
指
導
層
は
ほ
と
ん
ど
ソ
ル
ブ
出
身
者
が

　
占
め
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
6
）
　
地
域
の
教
会
の
出
版
物
に
つ
い
て
は
出
版
史
の
概
観
を
示
す

　
3
8
す
δ
違
以
外
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
か
っ
た
。
現
在
、
カ
ト
リ

　
ッ
ク
．
ソ
ル
ブ
の
雑
誌
に
関
す
る
著
作
（
考
巴
監
未
刊
）
が
準
傭

　
中
で
あ
る
。

（
7
）
き
§
吻
ぎ
き
8
二
〇
．
o
」
o
票
－
竃
。

（
8
）
　
W
の
歴
史
は
一
八
八
八
年
に
遡
る
が
、
第
二
次
大
戦
後
は
一
九

　
五
一
年
、
六
〇
年
、
七
七
年
に
そ
れ
ぞ
れ
大
き
く
改
訂
さ
れ
た
。
カ

　
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
で
は
教
会
の
行
事
へ
の
出
席
が
一
種
の
社
会
的

　
規
範
と
な
っ
て
い
る
（
ミ
巴
ま
－
8
o
。
し
8
）
た
め
、
教
会
行
事
で

　
使
用
さ
れ
る
W
は
ソ
ル
ブ
語
の
出
版
物
の
中
で
破
格
に
多
い
発
行
部

　
数
を
持
つ
。
五
一
年
版
は
不
明
だ
が
、
六
〇
年
版
は
一
万
二
千
部
、

　
七
七
年
版
は
次
代
ま
で
考
慮
の
上
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
の
総
数
を

　
上
回
る
二
万
部
発
行
さ
れ
た
。
な
お
、
ソ
ル
ブ
語
の
新
約
聖
書
（
一

　
九
六
六
年
刊
）
は
四
千
部
だ
。

（
9
）
　
一
九
七
五
年
刊
（
九
八
年
一
第
一
〇
版
）
。
ド
イ
ツ
語
圏
共
通
。

　
大
き
な
内
容
改
訂
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

（
1
0
）
　
一
九
四
五
年
以
降
の
各
版
は
改
訂
の
度
に
内
容
が
増
加
し
、
五

　
一
年
版
か
ら
七
七
年
版
ま
で
に
頁
数
が
二
倍
以
上
に
増
え
て
い
る
。

　
七
七
年
版
に
収
録
さ
れ
た
祈
り
は
、
通
し
番
号
で
数
え
る
と
、
二
六

　
九
種
に
及
ぶ
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
参
照
の
便
宜
上
、
祈
り
の
出
所

　
は
通
し
番
号
で
は
な
く
、
頁
数
を
示
す
。
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（
u
）
　
こ
こ
で
「
国
［
土
地
］
」
と
訳
し
た
、
ζ
竺
、
は
ド
イ
ツ
語
の

　
、
「
彗
庄
．
．
に
相
当
し
、
必
ず
し
も
行
政
単
位
と
し
て
の
国
を
指
さ
な

　
い
。
な
お
、
明
快
さ
の
た
め
、
以
下
、
ソ
ル
ブ
語
の
格
変
化
は
原
形

　
に
直
し
た
。

（
1
2
）
　
ベ
ル
リ
ン
の
壁
の
崩
壊
か
ら
ド
イ
ツ
統
一
に
至
る
過
程
で
標
語

　
が
．
．
峯
字
a
ま
註
㎝
く
o
寿
．
．
（
我
々
が
人
民
だ
）
か
ら
、
ミ
庁
9
註

　
9
コ
＜
o
寿
．
．
（
我
々
は
同
じ
民
族
だ
）
に
変
わ
っ
た
こ
と
が
想
起
さ

　
れ
る
。

（
1
3
）
　
．
．
老
ひ
蔓
冨
．
．
は
六
〇
年
版
で
は
他
所
に
も
登
場
す
る
が
七
七

　
年
版
で
は
一
か
所
も
使
わ
れ
て
い
な
い
。

（
1
4
）
　
六
〇
年
代
に
、
政
府
の
ソ
ル
ブ
政
策
は
積
極
的
促
進
か
ら
消
極

　
的
促
進
に
転
じ
る
（
木
村
一
九
九
七
）
。
七
七
年
版
の
W
に
お
け
る

　
国
家
の
位
置
づ
け
の
変
化
は
こ
の
政
策
転
換
を
受
け
た
も
の
と
も
考

　
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
聖
人
の
コ
屑
杳
」
に
お
け
る
「
（
ソ
ル
プ
）
民
族
」
へ
の
言
及

　
に
つ
い
て
は
（
2
）
で
別
に
扱
う
。

（
1
6
）
　
、
冨
『
o
匝
．
．
は
、
六
〇
年
版
で
は
こ
の
個
所
及
ぴ
（
2
）
で
と
り

　
。
あ
げ
る
聖
人
へ
の
祈
り
に
登
場
す
る
。

（
1
7
）
　
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ソ
ル
ブ
地
域
は
教
会
行
政
上
は
な
ん
ら
独
白
の

　
単
位
を
な
し
て
い
な
い
。

（
1
8
）
　
三
五
六
曲
（
五
一
年
版
）
、
三
九
四
曲
（
六
〇
年
版
）
、
四
三
〇

　
曲
（
七
七
年
版
）
。
以
下
、
聖
歌
の
番
号
は
七
七
年
版
の
も
の
を
示

　
す
。
七
七
年
版
で
は
W
の
通
し
番
号
で
三
〇
〇
番
か
ら
七
三
〇
番
が

　
聖
歌
編
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
そ
れ
以
前
の
W
は
歌
詞
の
み
の
掲
載
で
あ
り
、
旋
律
は
教
区
．
こ

と
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
ウ
た
。

文
献

9
①
里
㎝
｝
腎
①
U
窒
房
〇
三
凹
目
象
自
ま
Q
ω
8
…
9
o
雰
目
目
庄
庄
o
『
里
ω
昌
－

　
∋
宰
団
o
篶
目
由
ユ
曽
p
－
暮
け
一
争
仁
巳
－
目
弟
昌
σ
…
o
o
　
（
岩
富

　
（
冨
竃
二
〇
）
）
一
〇
〇
§
之
o
㌻
－
9
寝
釘

向
寿
ト
．
（
冨
旨
）
一
g
o
ω
o
『
σ
o
己
目
註
『
ω
冨
豪
饒
ぎ
一
『
ζ
顯
9
畠
ω
宰
－

　
σ
ω
ぎ
（
＝
『
品
1
）
一
b
ざ
ω
ミ
ざ
ミ
ぎ
b
§
爵
O
ミ
§
只
匝
彗
け
墨
目
一
曽
－

　
曽
｝
o
｝
ヨ
竃
こ
．
申
（
δ
3
）
一
く
o
；
o
『
↓
昌
胴
冨
宛
g
昌
饒
く
昌
窒
㎝
一
目

　
宰
す
邑
o
、
彗
－
昌
窃
二
三
コ
ω
す
昌
彗
二
〇
讐
畠
≧
（
＆
一
）
一
ト
8
ミ
ー

　
寒
轟
雨
ト
ミ
ミ
ξ
ぎ
　
§
“
　
§
ぎ
、
ω
ミ
s
ト
o
己
昌
＼
↓
烹

　
ま
品
亮
竜
害
尻

木
村
護
郎
（
一
九
九
七
）
「
学
校
に
お
け
る
言
語
教
育
に
み
る
少
数
言

　
語
の
動
向
」
角
谷
英
則
繍
『
不
老
町
だ
よ
り
』
二
号
、
三
七
－
四
二

　
貫

き
δ
汀
沖
｛
、
σ
吻
o
｛

竃
畠
＝
艮
彗
一
ミ
．
（
；
8
）
一
ζ
一
』
巨
＝
目
o
q
一
量
豪
∋
巨
カ
g
一
〇
目
一
〇
目
二
『

　
Ω
畠
一
U
－
①
↓
1
與
一
．
（
＝
冨
四
）
一
き
ミ
き
§
ぎ
宍
o
ミ
寒
§
s
震
｛
色
｛
声
匝
宰
・

　
目
目
＼
乞
①
ミ
く
o
『
斥
ω
雪
－
8
o

勺
］
o
o
芦
O
1
（
－
o
o
卜
）
一
Z
凹
σ
O
M
目
與
＝
叶
o
『
與
け
仁
『
P
峯
一
＜
0
－
一
斥
色
一
ζ
伽
『
9
目

　
（
H
＆
1
）
一
裏
§
祭
｛
貯
急
亀
ミ
§
S
§
竃
「
茅
ぎ
ぎ
“
渚
§
O
ミ
吻
§
S
§
叶

　
－
凄
｝
－
』
o
o
9
団
百
o
｝
伽
旨

［
ω
雪
茅
ぎ
「
富
δ
量
一
毒
N
ぢ
α
目
o
ひ
彗
g
ミ
o
］
（
冨
芦
屋
8
一
轟
ミ
）
一

　
書
竃
、
茗
寿
一
里
』
α
｝
竪
目
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ミ
ψ
き
p
≦
（
岩
轟
）
一
ω
撃
茅
斥
凹
『
漂
峯
ぎ
8
一
笑
＆
ぎ
；
甘
－

　
ピ
。
螢
ξ
．
冨
貝
一
区
ぎ
ざ
ミ
o
ω
邑
｝
宛
巴
σ
－
貝
一
漫
⊥
昌
一
冬
一
勺
竃
冨
一

　
＝
9
昌
巨
（
『
＆
．
）
一
ω
軸
き
祭
ぎ
8
一
〇
〇
〇
一
〇

1
［
屋
轟
］
一
き
ミ
眈
ミ
き
竃
ト
一
』
目
く
睾
0
－
弍
彗
；
0
9
窃
ζ
與
目
仁
■

　
祭
ユ
吾

※
　
本
稿
の
執
筆
過
程
に
お
い
て
筆
者
の
質
問
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ

っ
た
ζ
腎
9
目
ω
巴
o
妻
＝
司
祭
に
謝
意
を
表
し
て
お
き
た
い
。

ζ
α
8
昌
9
ミ
鼻
昌
一
旨
｝
黒
唖
汗
§
奉
団
旨
耳
g
色
目
巨
君
ヨ
o
〇
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
扶
糾
廿
一
一
朋
詰
議
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）
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